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編集後記
『独逸文学』第 50号をお届けいたします。本号は本年 3月末をもって退職され
ます渡辺有而先生の記念号でもあり、半世紀にわたって営々と続けられてきた学
問研究の記念号でもあります。渡辺先生をお送りするに当たり、武市が先生の御
業績を紹介する一文を寄せ、黒沢さんが教え子から見た先生のお人柄を心からの
感謝を込めてまとめられました。
振り返ってみますと、第二次世界大戦終結後の混乱が未だ完全には収まらず一
億総貧困の時代に、関西大学文学部に産声を上げた独逸文学科（当時）には学生
が数人しかいなかったけれども、その意気軒昂にして学問への情熱に燃えていた
そうです。その後、奇跡の経済復興を遂げた日本が経済大国へと順調に上昇して
ゆくにつれ、大学の新設が相次ぐ中、第二外国語としてのドイツ語履修者が急増
します。それとともにドイツ語、ドイツ文学を学ぶ学生も増え、我が独逸文学科
は多くの優秀な卒業生を世に送り出してきました。また、ドイツ語教師供給機関
としても大きな役割を果たし、多数の研究者を輩出してきました。しかし昨今は
ヨーロッパ全般に対する関心の薄れからドイツ語履修者も減少の一途をたどり、
先行きは不透明です。このあたりで原点に戻って、研究・教育を考え直さなけれ
ばなりません。
この大きな節目に当たり、この 50年の歩みについて八亀先生に詳しくまとめ
ていただきました。研究論文は専任教員 5名、ドイツで生活している金城さんを
含めて卒業生3人、大学院生 1人と多彩な顔ぶれで9本寄せられました。さらに、
マルジナリア 2本、ドイツで頑張っている卒業生、在学生のドイツでの体験記な
どのエッセイ 4本と多様な内容の「学会誌」になったと密かに自負しています。
今後とも会員の皆様のご協力を得て、いっそう中身の濃い専門誌を目指し、新た
な歴史を刻んでいきたいと思っています。ご尽力いただきますようどうかよろし
くお願い申し上げます。
編集委員：柏木貴久子、工藤康弘、芝田豊彦、武市修、
Detlev Schauwecker, Robert F. Wittkamp 
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